
 

市
内
防
災
講
習
会
を
支
援 

 
 

 

隊
友
会
習
志
野
支
部
は
、
７
月
２
８
日
、

市
内
本
大
久
保
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
自
治
会
の
行

う
防
災
講
習
会
を
支
援
し
た
。 

 

か
ね
て
よ
り
、
本
大
久
保
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

自
主
防
災
会
よ
り
同
自
治
会
の
防
災
意
識
の

高
揚
の
た
め
に
、
何
か
こ
の
種
の
講
習
会
を

企
画
し
た
い
と
相
談
を
受
け
て
い
た
習
志
野

市
危
機
管
理
監
米
山
則
行
氏
（
隊
友
会
会

員
・
船
橋
市
在
住
）
が
、
隊
友
会
習
志
野
支

部
に
支
援
の
打
診
を
持
ち
か
け
、
支
部
会
員

有
志
の
賛
同
を
得
て
、
こ
の
度
実
現
に
漕
ぎ

つ
け
た
も
の
で
あ
る
。 

 

講
師
は
、
当
支
部
会
員
岩
谷
巧
氏
（
空
挺

団
Ｏ
Ｂ
・
現
山
武
市
防
災
管
理
監
）
が
担
任

し
、
野
本
三
蔵
会
員
及
び
米
山
則
行
氏
（
船

橋
支
部
会
員
）
に
補
佐
を
お
願
い
し
た
。 

 
講
習
会
は
、「
防
災
に
活
用
で
き
る
自
衛
隊

技
術
」の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、７
月
２
８
日（
日
）

１
０
時
～
１
２
時
、
本
大
久
保
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
同
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
自
治
会
長
以
下
、

７
８
人
の
自
治
会
員
が
参
集
し
、
盛
況
裡
に

行
わ
れ
た
。 

 

元
空
挺
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
岩
谷
講
師
の
迫
真

に
満
ち
た
講
話
に
続
き
、
岩
谷
氏
を
含
む
３

人
の
隊
友
会
員
が
教
官
と
な
っ
て
、
避
難
方

法
、
救
急
法
、
搬
送
法
、
応
急
照
明
、
パ
ッ

キ
ン
グ
、
ロ
ー
プ
結
束
、
匍
匐
行
動
な
ど
の

展
示
・
実
習
が
行
わ
れ
た
。 

 

最
近
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
自
衛
隊

防
災
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
の
影
響
も
あ
り
、
参
加
し
た

住
民
の
関
心
は
高
く
、
講
習
会
の
終
始
を
通

じ
て
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
熱
心
に
実
習
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら

れ
た
。
参
加
し
た
住
民
か
ら
は
、「
実
践
的
で

有
意
義
な
講
習
で
あ
っ
た
」「
身
近
な
も
の
の

活
用
例
が
多
く
、
自
衛
隊
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
た
」「
災
害
時
だ
け
で
な
く
、
普
段
の
生
活

に
お
い
て
も
活
用
で
き
る
有
難
い
知
恵
を
授

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、
我
々

と
し
て
も
支
援
の
意
義
を
改
め
て
噛
み
し
め

た
こ
と
だ
っ
た
。 

 

隊
友
会
習
志
野
支
部
は
、
会
員
が
現
役
時

代
に
培
っ
た
経
験
知
識
を
活
用
し
て
、
地
域

社
会
の
防
災
支
援
等
の
お
役
に
立
つ
べ
く
、

か
ね
て
手
が
け
た
防
災
Ｃ
Ｐ
Ｘ
の
支
援
を
は

じ
め
、こ
う
し
た
講
習
会
支
援
に
も
、今
後
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

会
員
諸
氏
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。 

 

軍
馬
・
軍
犬
・
軍
鳩
慰
霊
祭
に
参
列 

  

私
は
、
毎
年
４
月
、
靖
国
神
社
境
内
で
行

わ
れ
る
軍
馬
・
軍
犬
・
軍
鳩
慰
霊
祭
に
参
列

し
て
い
る
。 

 

靖
國
神
社
の
境
内
、遊
就
館
の
真
向
か
い
、

パ
ー
ル
博
士
顕
彰
碑
の
前
辺
り
に
軍
馬
、
軍

犬
、
軍
鳩
の
慰
霊
碑
が
あ
る
の
を
ご
存
知
の

方
は
多
い
と
思
う
が
、
そ
の
慰
霊
祭
が
毎
年

厳
か
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
な
い

方
も
多
い
か
と
思
い
、そ
の
紹
介
か
た
が
た
、

紙
面
を
拝
借
す
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。 

 

こ
の
慰
霊
祭
は
、
靖
國
神
社
に
祀
ら
れ
る

戦
没
将
兵
と
共
に
戦
場
に
赴
き
戦
火
に
斃
れ

た
軍
馬
・
軍
犬
・
軍
鳩
の
慰
霊
鎮
魂
の
た
め
、

毎
年
４
月
第
１
週
の
日
曜
日
の
午
後
１
時
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

本
年
の
慰
霊
祭
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
４

月
７
日
、
満
開
の
桜
の
下
、
多
数
の
参
列
者

の
参
列
の
も
と
、
行
わ
れ
た
。「
戦
没
馬
慰
霊

像
」、「
軍
犬
慰
霊
像
」、「
鳩
魂
塔
」
の
各
慰
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霊
碑
の
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
好
物
が
供
え
ら
れ
、

午
後
１
時
開
式
。斎
主
の
祝
詞
奏
上
に
続
き
、

唱
歌
「
愛
馬
進
軍
歌
」「
軍
用
犬
行
進
歌
」「
勇

ま
し
き
軍
鳩
」
が
献
楽
さ
れ
、
参
列
者
一
同

が
合
唱
し
た
。
次
い
で
山
口
靖
國
神
社
宮
司

を
先
頭
に
各
関
係
団
体
の
代
表
が
玉
串
拝
礼

を
行
い
、
最
後
の
放
鳩
式
で
は
白
鳩
数
十
羽

が
青
空
に
放
た
れ
、
式
典
は
終
了
し
た
。
そ

の
後
、参
列
者
一
同
、本
殿
に
正
式
参
拝
し
、

物
言
わ
ぬ
動
物
達
の
偉
勲
を
称
え
鎮
魂
の
祈

り
を
捧
げ
た
。 

 

思
え
ば
、
軍
馬
、
軍
犬
、
軍
鳩
、
い
ず
れ

も
日
本
軍
将
兵
と
共
に
戦
場
で
戦
っ
た
戦
友

で
あ
る
。
彼
ら
と
寝
食
を
共
に
し
た
兵
士
に

と
っ
て
は
、
殊
更
、
思
い
入
れ
の
深
い
戦
友

同
士
で
あ
る
。 

 

軍
馬
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
幾
多

の
戦
役
で
数
百
万
頭
が
戦
場
に
赴
き
、
中
で

も
そ
の
多
く
が
大
陸
に
赴
い
た
。馬
た
ち
は
、

兵
士
を
乗
せ
て
駆
け
回
る
乗
馬
、
大
砲
を
引

く
輓
馬
、
或
い
は
軍
需
品
を
運
ぶ
駄
馬
と
し

て
、
兵
士
た
ち
と
共
に
戦
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
馬
た
ち
は
、
戦
場
で
命
を
落
と
す
か
、

敵
軍
に
接
収
さ
れ
、
殆
ど
が
日
本
に
戻
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
終
戦
ま
で
命
を
長
ら
え
た

馬
た
ち
も
連
合
軍
に
接
収
さ
れ
る
か
、
行
方

知
れ
ず
と
な
り
、
復
員
兵
と
一
緒
に
日
本
に

戻
れ
た
馬
は
皆
無
だ
っ
た
。 

 

軍
犬
に
つ
い
て
も
、
同
じ
運
命
を
た
ど
っ

た
。
満
州
事
変
以
降
、
大
東
亜
戦
争
終
結
ま

で
の
間
、
シ
ェ
パ
ー
ド
を
主
と
す
る
多
く
の

軍
犬
が
、
伝
令
犬
、
偵
察
犬
等
と
し
て
将
兵

と
と
も
に
戦
場
を
駆
け
回
っ
た
が
、
そ
の
大

半
が
敵
弾
に
斃
れ
、
或
い
は
傷
病
死
し
、
終

戦
時
に
生
き
残
っ
た
も
の
も
一
頭
す
ら
故
国

に
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

伝
書
鳩
と
し
て
戦
場
に
活
躍
し
た
軍
鳩
も

同
じ
運
命
を
た
ど
っ
た
。 

 

そ
れ
ら
の
動
物
た
ち
、
即
ち
物
言
わ
ぬ
戦

友
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
帰
還
将
兵
有
志

が
相
は
か
っ
て
、
昭
和
３
３
年
に
は
「
戦
没

馬
慰
霊
像
」、昭
和
５
７
年
に
は「
鳩
魂
塔
」、

平
成
４
年
に
は
「
軍
犬
慰
霊
像
」
が
靖
国
神

社
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

最
初
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
慰
霊
祭
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
集
う
戦
友
諸
氏
の
高
齢
化

の
事
情
も
あ
り
、
平
成
２
４
年
か
ら
軍
馬
・

軍
犬
・
軍
鳩
合
同
の
慰
霊
祭
と
し
て
、
こ
の

日
に
斎
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。 

 

物
言
わ
ぬ
動
物
た
ち
の
忠
霊
を
慰
め
る
た

め
に
も
、本
慰
霊
祭
へ
の
参
列
の
み
な
ら
ず
、

靖
國
神
社
を
お
訪
ね
の
折
り
の
、
こ
れ
ら
慰

霊
碑
の
参
拝
を
お
誘
い
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
会
員 

Ｙ
） 

 

野
本
会
員 

防
災
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演 

 
 

 

６
月
２
２
日
、
習
志
野
市
の
主
催
す
る
防

災
セ
ミ
ナ
ー
が
市
内
日
本
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
、
当
支
部
会
員
・
野
本
三
蔵
氏

（
秋
津
町
会
連
合
会
自
主
防
災
会
長
）
が
講

師
の
一
人
と
し
て
講
演
し
た
。 

 

同
氏
は
、
平
素
の
地
域
の
防
災
訓
練
の
質

を
高
め
る
一
案
と
し
て
、
自
衛
隊
の
机
上
訓

練
・
Ｃ
Ｐ
Ｘ
方
式
の
例
を
引
き
、
平
成
２
８

年
１
１
月
に
、
当
隊
友
会
習
志
野
支
部
が
支

援
し
て
実
施
し
た
秋
津
町
会
連
合
会
の
Ｃ
Ｐ

Ｘ
訓
練
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
、
実
施
要

領
、
成
果
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
の
お
蔭

で
、
隊
友
会
の
名
前
と
活
動
が
、
広
く
認
知

さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
我
々
と
し
て
は
大
い

に
面
目
を
施
し
た
一
幕
で
あ
っ
た
。。 

 

同
氏
は
、
長
年
、
秋
津
町
会
連
合
会
の
自

主
防
災
会
会
長
を
勤
め
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
な
ら

で
は
の
企
画
統
制
力
は
余
人
の
追
随
を
許
さ

ず
、
そ
の
力
量
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。 
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お
知
ら
せ
な
ど 

 

▽ 

新
入
会
員
の
紹
介
（
敬
称
略
） 

・
谷
奥
忠
志
（
陸
） 
泉
町
３
丁
目 

・
渡
邉
誠
也
（
陸
）
東
習
志
野
６
丁
目 

 

▽ 

行
事
等
の
実
施
・
参
加 

 

○ 

習
志
野
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事 

 

３
月
３
１
日
、
陸
自
習
志
野
駐
屯
地
に
お

け
る
同
駐
屯
地
及
び
第
一
空
挺
団
の
創
立
記

念
行
事
に
支
部
長
以
下
が
参
加
。 

昨
年
は
北
朝
鮮
対
処
関
連
で
、
記
念
式

典
・
観
閲
式
が
中
止
だ
っ
た
が
、
本
年
は
記

念
式
典
・
観
閲
式
・
祝
賀
会
食
の
一
連
の
行

事
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
空
挺
団
長
以
下
の
精

強
な
顔
々
を
頼
も
し
く
確
認
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
折
り
し
も
駐
屯
地
の
桜
が
満
開
。
駐

屯
地
開
放
に
５
万
人
の
市
民
が
詰
め
か
け
、

終
日
賑
わ
っ
た
。 

 

○ 

千
葉
県
護
国
神
社
春
季
例
大
祭 

 
 

 

４
月
１
０
日
、
千
葉
県
護
国
神
社
に
お
い

て
春
季
例
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
県
会
長
以

下
多
く
の
隊
友
会
員
が
参
加
し
て
戦
没
者
を

慰
霊
し
た
。
ま
た
当
日
は
、
奉
舁
並
び
に
境

内
の
交
通
統
制
奉
仕
に
多
く
の
隊
友
会
員
が

参
加
し
た
。 

 

な
お
、
大
祭
に
先
立
つ
４
月
９
日
、
護
国

神
社
境
内
の
清
掃
奉
仕
に
、
県
隊
友
会
挙
げ

て
多
く
の
会
員
が
参
加
し
た
。 

 

○ 

千
葉
県
隊
友
会
総
会 

 

４
月
１
７
日
、
千
葉
市
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
た
千
葉
県
隊
友
会
年

次
総
会
に
柚
木
支
部
長
が
代
議
員
と
し
て
参

加
し
た
。 

総
会
に
引
き
続
き
、
佐
藤
正
久
参
議
院
議

員
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
外
務
副
大

臣
と
し
て
世
界
を
股
に
か
け
て
飛
び
回
っ
て

い
る
生
々
し
い
体
験
談
に
感
銘
を
受
け
、
我

ら
の
代
表
と
し
て
国
会
に
送
り
こ
ん
だ
同
氏

の
、
期
待
に
違
わ
ぬ
活
躍
ぶ
り
を
改
め
て
確

認
し
、
一
同
、
大
い
に
意
を
強
く
し
た
。 

 ○ 

「
あ
あ
特
攻
勇
士
の
像
」
慰
霊
祭 

 
 

 

５
月
２
６
日
、
県
護
国
神
社
境
内
に
あ
る

「
あ
あ
特
攻
勇
士
の
像
」
の
年
次
慰
霊
祭
が

催
さ
れ
、
県
隊
友
会
副
会
長
以
下
多
く
の
隊

友
会
員
が
参
列
し
、
特
攻
戦
没
者
に
慰
霊
の

誠
を
捧
げ
た
。 

 

本
勇
士
像
は
、
先
の
大
戦
で
国
の
た
め
、

生
還
を
期
し
得
な
い
特
攻
と
し
て
出
撃
し
亡

く
な
ら
れ
た
千
葉
県
出
身
の
英
霊
１
３
８
柱

の
御
霊
を
慰
霊
す
る
た
め
、
隊
友
会
員
各
位

か
ら
も
浄
財
を
募
り
平
成
２
３
年
に
竣
工
し

た
も
の
で
、
毎
年
５
月
２
６
日
に
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
て
い
る
。 

○ 

佐
藤
正
久
氏
時
局
講
演
会 

 
 

 

５
月
２
６
日
夕
、
船
橋
市
民
勤
労
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
を
講

師
に
招
い
て
の
時
局
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

支
部
長
以
下
が
参
加
し
て
会
場
準
備
等
に
汗

を
流
す
と
と
も
に
、聴
講
し
た
。会
場
に
は
、

多
く
の
近
隣
隊
友
会
員
、
自
衛
隊
協
力
会
員

な
ど
が
応
援
に
駆
け
付
け
、
盛
会
だ
っ
た
。 

 

外
務
副
大
臣
と
し
て
、
年
間
５
０
ヵ
国
以

上
を
飛
び
回
っ
て
激
務
を
こ
な
す
佐
藤
正
久

議
員
の
、
そ
の
激
務
の
合
間
を
縫
う
て
の
船

橋
入
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
生
々
し
い
体
験

談
に
参
加
者
一
同
、
魅
せ
ら
れ
た
ひ
と
時
だ

っ
た
。 

 

○ 

隊
友
会
習
志
野
支
部
総
会
・
懇
親
会 

  

６
月
２
２
日
、
市
内
・
海
鮮
パ
ブ
「
た
か

丸
」
に
お
い
て
、
隊
友
会
習
志
野
支
部
令
和

元
年
度
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
、
支
部
長

以
下
１
２
名
（
正
会
員
７
名
、、
特
別
会
員
２

名
、
準
会
員
等
３
名
）
が
参
加
し
た
。
野
本

会
員
か
ら
、
同
日
、
市
内
日
大
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
防
災
セ
ミ
ナ
ー
に
講
師
と
し
て

参
加
し
た
成
果
、
岩
谷
会
員
か
ら
市
内
本
大

久
保
自
治
会
か
ら
講
師
依
頼
を
さ
れ
て
い
る

防
災
講
習
会（
７
月
２
８
日
）の
実
施
構
想
、

市
危
機
管
理
監
米
山
氏
か
ら
市
防
災
訓
練
の

実
施
予
定
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
懇
親

会
は
防
災
研
究
会
と
化
し
た
観
が
あ
っ
た
。

隊
友
会
の
地
域
貢
献
の
あ
る
べ
き
姿
を
巡
っ

て
、
議
論
は
尽
き
な
か
っ
た
。 

 

 

〇 

市
内
自
治
会
の
防
災
講
習
会
を
支
援 

  

前
掲
の
と
お
り
、支
部
は
、７
月
２
８
日
、

市
内
本
大
久
保
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
自
治
会
の
主

催
す
る
防
災
講
演
会
を
支
援
し
た
。
空
挺
団

Ｏ
Ｂ
の
岩
谷
巧
会
員
が
講
師
を
勤
め
、「
防
災

に
活
用
で
き
る
自
衛
隊
技
術
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
実
習
を
含
め
た
講
習
会
は
、
多
く
の
参

加
住
民
の
好
評
を
博
し
た
。
講
習
会
参
加
者

７
８
名
。 

 

〇 

習
志
野
部
隊
防
衛
講
話 

  

７
月
９
日
、
習
志
野
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
に
お
い
て
柚
木
支
部

長
が
防
衛
講
話
を
担
当
し
、
４
８
名
の
予
備

自
衛
官
を
前
に
、
や
や
毛
色
の
変
わ
っ
た
話

題
で
、
近
現
代
の
国
際
場
裡
に
お
け
る
日
本

の
果
た
し
た
役
割
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
説

明
し
、
翻
っ
て
現
代
の
国
際
社
会
に
お
け
る

日
本
及
び
日
本
人
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る

問
題
提
起
と
し
た
。 

 

○ 

習
志
野
駐
屯
地
夏
ま
つ
り 

  

８
月
３
日
、
陸
自
習
志
野
駐
屯
地
に
お
い

て
、
恒
例
の
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
支
部

長
以
下
が
参
加
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
６

万
人
を
超
え
る
市
民
が
駐
屯
地
に
押
し
か
け
、

納
涼
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
だ
。
本
夏
ま
つ
り

の
名
物
・
花
火
打
ち
上
げ
に
、
支
部
は
例
年

ど
お
り
、
協
賛
金
を
贈
呈
し
た
。 

（３）                    会報 習志野隊友  第 27 号（令和元年 9月 20日） 



 

▽ 

行
事
等
の
今
後
の
予
定 

 

○ 

国
際
防
衛
ラ
グ
ビ
ー
競
技
会 

  

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日

本
大
会
に
合
わ
せ
て
、
各
国
の
軍
人
チ
ー
ム

が
対
戦
す
る
国
際
防
衛
ラ
グ
ビ
ー
競
技
会
が

９
月
開
催
さ
れ
る
。
日
本
チ
ー
ム
に
は
、
習

志
野
駐
屯
地
及
び
下
総
基
地
ラ
グ
ビ
ー
部
の

隊
員
が
選
手
と
し
て
多
数
参
加
。
会
場
と
し

て
習
志
野
駐
屯
地
、
朝
霞
駐
屯
地
、
柏
市
柏

の
葉
競
技
場
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

○ 

千
葉
県
護
国
神
社
秋
季
例
大
祭 

  

１
０
月
１
０
日
、
千
葉
県
護
国
神
社
に
て

開
催
予
定
。 

な
お
、
千
葉
県
隊
友
会
は
毎
年
、
戦
没
者

慰
霊
活
動
の
一
環
と
し
て
奉
仕
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
本
年
も
、
１
０
月
５
日
の
境
内
清

掃
、
例
大
祭
当
日
の
車
両
統
制
等
の
奉
仕
活

動
に
、
会
員
有
志
が
参
加
予
定
。 

 

〇 

県
隊
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

  

５
月
２
１
日
予
定
が
悪
天
候
で
延
期
と
な

っ
た
県
隊
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
１
０
月

１
１
日
、
真
名
Ｇ
Ｃ
（
茂
原
市
真
名
）
で
開

催
予
定
。
幹
事
は
四
街
道
支
部
斎
藤
氏
。 

 

○ 

自
衛
隊
殉
職
隊
員
千
葉
県
追
悼
式 

 

１
０
月
下
旬
、
陸
自
下
志
津
駐
屯
地
「
鎮

め
の
庭
」
に
て
本
年
度
追
悼
式
開
催
予
定
。 

千
葉
県
隊
友
会
は
、
当
日
の
追
悼
式
に
参

列
す
る
と
と
も
に
、
戦
没
者
・
殉
職
者
慰
霊

活
動
の
一
環
と
し
て
事
前
の
「
鎮
め
の
庭
」

周
辺
整
備
を
担
当
し
、
１
０
月
中
旬
、
会
員

有
志
が
参
加
し
て
、
剪
定
・
除
草
・
清
掃
等

の
作
業
を
実
施
予
定
。 

 
 ○ 

習
志
野
自
衛
隊
初
降
下
訓
練 

  

１
月
上
旬
、習
志
野
演
習
場
で
開
催
予
定
。 

 
○ 
建
国
記
念
日
祝
賀
行
事 

 

２
月
１
１
日
、
千
葉
市
民
会
館
に
お
い
て

「
建
国
記
念
の
日
を
祝
う
千
葉
県
民
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
る
予
定
。 

 

○ 

千
葉
県
自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会 

  

千
葉
県
自
衛
隊
家
族
会
（
旧
名
自
衛
隊
父

兄
会
）
連
合
会
の
主
催
で
、
３
月
上
旬
、
千

葉
市
内
で
開
催
を
予
定
。 

 

隊
友
政
治
連
盟
か
ら
お
知
ら
せ 

 
 

去
る
７
月
２
１
日
、
第
２
５
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
・
隊

友
会
会
員
の
佐
藤
正
久
氏
が
、
過
去
１
２
年

間
に
及
ぶ
防
衛
代
表
と
し
て
の
参
議
院
議
員

活
動
実
績
、
更
に
は
国
会
に
お
け
る
自
民
党

国
防
部
会
長
と
し
て
の
活
動
実
績
、
加
え
て

近
年
は
安
倍
内
閣
に
お
け
る
外
務
副
大
臣
と

し
て
の
赫
赫
た
る
活
躍
の
実
績
等
を
踏
ま
え
、

三
選
を
目
指
し
て
全
国
比
例
代
表
区
に
立
候

補
し
、
見
事
に
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。 

多
く
の
自
衛
隊
員
及
び
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
並
び

に
我
が
国
の
防
衛
・
安
全
保
障
政
策
の
推
進

に
思
い
を
寄
せ
る
人
々
の
期
待
を
担
っ
て
の

当
選
で
す
。
し
か
も
自
民
党
比
例
代
表
候
補

の
中
で
第
４
位
の
得
票
を
勝
ち
取
っ
て
の
圧

勝
は
、
こ
こ
最
近
、
防
衛
・
安
全
保
障
問
題

に
対
す
る
国
民
の
関
心
の
深
さ
、
自
衛
隊
に

対
す
る
信
頼
の
強
さ
が
高
ま
っ
て
い
る
証
左

で
も
あ
り
ま
す
。
同
志
・
佐
藤
氏
の
栄
え
あ

る
三
選
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
喜
び
、
同
氏
の

今
後
の
益
々
の
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。 

こ
の
夏
、
佐
藤
候
補
の
選
挙
支
援
の
た
め

に
、
ポ
ス
タ
ー
貼
り
、
ビ
ラ
配
り
、
街
宣
運

動
な
ど
に
汗
を
流
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
加
え
て
ハ
ガ
キ

作
戦
・
電
話
作
戦
な
ど
に
地
道
な
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
更
に
は
佐
藤
正
久
後

援
会
に
寄
付
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
得
票
結
果
を
過
去
の
佐
藤
正
久
選

挙
、
宇
都
隆
史
選
挙
と
対
比
し
て
付
表
に
提

示
し
ま
し
た
が
、
習
志
野
市
の
今
回
の
佐
藤

票
は
４
５
５
票
と
や
や
不
本
意
な
成
績
で
し

た
。
前
回
（
平
成
２
５
年
）
の
佐
藤
正
久
選

挙
の
見
事
な
成
績
（
６
２
９
票
）
に
胡
坐
を

か
い
て
し
ま
い
、
支
部
長
以
下
の
努
力
が
足 

り
な
か
っ
た
結
果
か
と
も
思
い
、
反
省
し
て

い
ま
す
。
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
、
今
後
の

活
動
に
向
け
、
引
き
続
き
の
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 Ｒ１選挙 

佐藤正久得票 

Ｈ２８選挙 

宇都隆史得票 

Ｈ２５選挙 

佐藤正久得票 

Ｈ２２選挙 

宇都隆史得票 

Ｈ１９選挙 

佐藤正久得票 

 

習志野市 

 
455 170 629 190 417 

千葉県 
13,208 6,564 15,638 5,786 12,628 

全国 
237,432 137,993 326,542 121,442 251,579 
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